
町長の見て・聞いて・話して
　第３回の事業所訪問は、４月１３日に両神小森の両神興業
（株）を訪問し、西村耕一社長、久喜聡川塩事業所所長に川
塩事業所の採掘現場を案内していただきました。
　両神興業（株）は、両神地域内で資源の有効活用ができ
ないかとの思いから、地質調査をした結果、両神川塩地区
に日本では稀な良質硬質砂岩の鉱床を発見したことによ
り、１９６６年（昭和４１年）から創業が始まりました。
　砕石は、建設現場でコンクリ－トやアスファルト、道路の
側溝等の材料として多方面で利用されています。製品とし
て目に触れるものでは秩父ミュ－ズパ－ク野外ステ－ジの
石積工で川塩採石場の原石を使用しています。
　製造の工程として発破により岩石を起砕し、一次破砕後、
数次の破砕、整粒から選別の末、製品となり、１カ月に約６
～７万トンを生産し、１０トンのダンプカ－で１日に延べ２００
台ほど出荷しているとのこと。想像できないほどの生産量
でした。
　１０年ほど前には、女性の雇用の場の確保を考え、現在
の「おがのファ－ム」を設立し、いちごの生産を始め、観光
客等にも人気となっております。
　砕石業のプロとして培ってきた知識と技能を組織だった
方法で構築し、社長の地域に根ざした産業、地元に貢献で
きる企業を目指している思いが伝わる温かい企業である
と感じました。
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代表取締役社長　西村耕一
４６名
１９６６年１０月
本社:秩父市下宮地町18番1号
川塩事業所:小鹿野町両神小森4075-2
　　　　　  ☎0494-79-1133

会社概要

町内には、優れた技術を持った会社が多く
存在します。事業所の持つ技術や
魅力を町長自ら訪問して、目で見て、
お話を伺い、住民に情報発信する

「事業所訪問」を
連載します。

わが社の主力製品
　わが社は１８種類の商品を製造し、主な用途としてはコン
クリ－ト二次製品用、アスファルト舗装用、生コンクリ－ト用、
一般土木用など、インフラ整備には欠かせない製品です。
　身近に使用できる砕石は「砕石２００５　２０～５mm」で敷
砂利として注文により配達をします。
ここに自信あり
　川塩事業所における砕石原石の分布・岩質は両神山の
東側に位置し、小森川の川塩地区より鳶岩に至る約1.5㎞
の間、両岸1km幅をもって塊状をなし、表土のほとんどな
い均一で極めて良質な硬質砂岩であります。「リョ－タイ
ト」は、ここ両神の硬質（tight）な砂岩から商品名を登録し、
埼玉県採石登録第1号を取得しています。わが社の製品は
品質が安定しており、特に高強度が必要な生コン、コンク
リ－ト製品に用いられ、安心して使用できると多くの取引
先に喜ばれております。
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町長です。

　小鹿野町では、本年４月から地
域おこし協力隊員に沢田朋輝氏を
委嘱し、昨年度からの２人（太田　
誠氏、星　利彦氏）を加えて３人と
なりました。
　また、本年度中にも新たに隊員

に委嘱する予定者が数人おります。
　この地域おこし協力隊は、総務省が進めている制度
で、都市地域から過疎地域等の条件不利地に住民票
を移し、生活拠点を移した人を地方公共団体（市町村
等）が「地域おこし協力隊」として委嘱します。隊員は一
定期間（概ね１年以上３年以下）地域に居住して、地域
ブランドや地場産品の開発、販売、PR等の地域おこし
の支援や、農林水産業への従事、観光事業への協力、
住民の生活支援などの地域協力活動を行いながら、そ
の地域への定住、定着を図る事業です。
　総務省から地域おこし協力隊を委嘱する地方公共
団体に対し、地方公共団体が隊員の活動に支払う報償
費等や起業に要する経費を財政支援してくれる制度です。
　地方公共団体としては、行政で出来なかった柔軟な

地域おこし策に取り組むことが出来たり、住民（若者）が
定住することによる地域活性化、特に隊員の熱意と行
動が地域に大きな刺激を与えてくれることも大いに期
待されています。
　町としても、地域おこし協力隊の隊員の活動には大
変期待しておりますし、最大限の支援をして参りたいと
存じます。町民の皆様にも隊員に対し温かい目で見守っ
ていただき、ご指導ご協力をお願い申し上げます。
　現在、太田氏はえごま栽培・商品化の事業など、星氏
は有害鳥獣対策の事業など、沢田氏はダリア園事業へ
の協力などで、町民の皆様に支えていただき活動して
おります。
　是非、３人の隊員には期間が満了しても、この小鹿野
町に残っていただき自立して生活が出来るよう頑張って
いただきたいと存じます。
　更に、町としても地域おこし協力隊だけでなく、町外か
ら移住して生活する人には様 な々支援をして参りたいと
考えており、特によそ者、若者は大切にしなければなら
ないと存じます。

小鹿野町長　森 真太郎

「地域おこし協力隊員が頑張っています。」

▲平成30年4月27日入札分

▲平成30年4月16日入札分

事業名　　　　　　　　     事業場所等　　　    　　  契約額　　　　　　  落札者　　　　　 　  　　 履行期間
小鹿野町教育委員会
公用車購入事業

小鹿野町教育委員会
学校教育課 有限会社野田自工 ～平成30年7月27日6,804,000円

事業名　　　　　　　　   　事業場所等　　　    　　　契約額　　　　  落札者　　　　　 　  　 履行期間
町道両神1111号線法面改修工事
町道129号線舗装工事
地域資源活用センター屋上防水
改修工事
両神ふるさと総合会館陸屋根防水
改修工事
森林管理道御岳山2号線
（鳩の沢工区）丈量測量業務委託
町道43号線用地調査測量業務委託
平成30年度小鹿野町衛生センター
水質大気分析業務委託

生活環境調査分析業務委託

国民健康保険診療報酬明細書
縦覧点検業務
平成30年度小鹿野町衛生センター
薬品購入事業

軽貨物自動車リース事業

両神薄地内
小鹿野地内

両神薄地内

両神薄地内

両神小森地内

下小鹿野地内

小鹿野町衛生センター

小鹿野町内

小鹿野町保健福祉センター
福祉課

小鹿野町衛生センター

小鹿野文化センター

株式会社両岩
有限会社ミヤテック

株式会社岩田組

小澤建築

株式会社千島測量設計

桂測量設計株式会社

株式会社環境テクノ

株式会社総合環境分析
埼玉営業所

株式会社ニチイ学館

燦クリーン株式会社

株式会社トヨタレンタ
リース埼玉本店

～平成30年7月31日
～平成30年6月29日

～平成30年7月31日

～平成30年7月31日

～平成30年8月31日

～平成30年8月31日

～平成31年3月29日

～平成31年3月22日

～平成31年3月29日

～平成31年3月29日

～60箇月

5,076,000円
1,274,400円

10,044,000円

3,900,960円

3,510,000円

2,970,000円

1,566,000円

1,252,800円

851,212円

4,043,520円

月額17,172円

◆　◆　◆ 入札結果のお知らせ ◆　◆　◆ ※金額は、消費税込

起砕された岩石は油圧
ショベルにより４６トンダ
ンプカ－に積込まれます。
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